配慮表現「ちょっと」の披歴性に関する一考察 : 顧客と観光ガイドのロールプレイ会話における、事情披歴の場面に着目して（第Ⅰ部 配慮表現研究） by 岩崎 透




























































負担アンケート調査）と第 2 調査（ロールプレイ会話データ採取調査）の 2 つを行った。第 1 調
査では筆者の経験から印象が深かった 10 種類のトラブルを基に、日本語母語話者 7 名に対しアン
ケート調査を実施し、その結果から心理的負担が低いと評価されたタスク 2 種類と心理的負担が





ニは 200 ドルもするもので、手持ちのドルが 50 ドルしかなかった顧客は、差額分を同等程度の
円で支払いたいと依頼する。しかしウズベキスタンでは円は流通しておらず、両替も手間がか














第 1 調査にて 2 番目に心理的負担が高いと評価されたタスクである。顧客がある絵画を購入し


















	 日本語母語話者 10 名、ウズベク語母語話者 10 名にガイド役を依頼し、第 1 調査にて選定した
4 タスク分の会話データを採取した。以降の会話スクリプトにおけるロールプレイ調査協力者名
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	 UG8 は上記断片 1 の 28 行目において、「教科書通り」に顧客の依頼を断っていることがわかる。
この「ちょっと」は、彭の分類における「話者の適応力」、岡本の分類における「断りを受けやす
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05			JC3：う[ん	








	 上記断片 3 は、断片 2 と同様、顧客に対してミナレットを登ることは禁止されていると述べて
いる場面だが、JG1 は 03 行目と 05 行目で「ちょっと」と述べ、最終的に 05 行目で「お上りいた
だくわけにはいかない」と述べていることがわかる。	
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「実は」の共起の傾向（「のだ」と“のべたてる”こと）が「ちょっと」にも同様に現れていると
推察される。この観点に基づき、第 2 調査内で日本語母語話者が産出した「実は」に置き換えら





















	 上記断片 6 の 03 行目及び 09 行目で JG2 が「実は」におきかえられる「ちょっと」を産出して
いるが、以降 10 行目まで顧客である JC1 はずっと「はい」と継続の相槌を打っていることがわか
る。しかし 11 行目で「のだ」を JG2 が共起させた直後に「ああ、そうなんですか」と、「継続の
相槌ではない相槌」を産出している。これは JC1 が、11 行目で一旦 JG2 からの「うちあけ」が一
区切りついたと解したことを示す相槌であると言えるだろう。このように「ちょっと」と「のだ」








































































総発話時間数	 71 分 01 秒	 89 分 41 秒	
事情披歴の	
ちょっと	
回数	 34 回	 13 回	
「のだ」との共起	 22 回	(64.7%)	 1 回	(7.7%)	
使用したガイド	 10 名(100%)	 6 名(60%)	
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